
蒜山図書館  

開館時間 ９：００～１８：００   （休館は月曜日・年末年始） 

〒７１７－０５０４ 真庭市蒜山下福田３０５ （蒜山振興局内） 

ＴＥＬ ０８６７－６６－７８８０  ＦＡＸ：０８６７－６６－７８８１ 

      

 

 

 

 

 

 やっと、空も遠くなり秋の気配を深く感じる頃になりました。 

 最大級の突風・降水量・短時間大雨など、想定外の自然災害が発生し、自然の驚異に対してどうすることもで

きない人間の力のなさを痛感しています。ただ、その災害にも負けず、自然と共存して粘り強く生きてきた先人

達、現在もなおその被害に苦しむ人達の心に寄り添い、想定外の事態に対しても、前を向いていけるような「生

きる力」が「助けあう力」が必要な時代です。「自分ならどうする」とシュミレーションしておくことも大切な 

ことです。      何事もなく過ごせる平和で平凡な毎日に感謝ですね。 

 

 

 

   

 

 

（次ページで読書週間の歴史 シンボルマークについて  

ポスター・標語の作者紹介しています。） 

 

 

 

  

日  月  火  水  木  金  土  
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   職場体験 職場体験 職場体験  
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～本を読んでみませんか？～≫     

 

     📖2019（第 73回）読書週間📖 

     （10月 27日～11月 9日）始まる 

 

 

 

 

 

蒜山①：川上地区   蒜山②：中和地区・八束

小 

図 書 館 カ レ ン ダ ー 

 

 

第２・４土曜日 11：00～です 

１０月１２日（土） 

１０月２６日（土） 

標語 「おかえり、栞
しおり

の場所でまってるよ」 

 

 

＊10 月 3日～5 日まで蒜山中学校 2 年生 3 名が図書館で職場体験学習をします。よろしくお願いします。 

 

 



返却ポストが 

移動できるようになりました。 

閉館時の図書の返却にご不便をおかけして 

おりましたが、閉館時は玄関外の返却用ポストを 

ご利用ください。 

開館時は今までのように、館内に移動させています。 

なお、ＤＶＤなどの壊れやすいものはなるべくカウン

ターへの返却をお願いします。 

 

読書週間の歴史 

 終戦の２年後の１９４７（昭

和２２）年、まだ戦争の傷あとが日本中の

あちこちに残っているとき、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と、出版社・取次会社・書店と

図書館が力をあわせ、そして新聞や放送のマスコミも一緒になり、第１回「読書週間」が開かれました。第１

回「読書週間」は１１月１７日から２３日でした。これはアメリカの「チルドレンズ・ブック・ウィーク」が

１１月１６日から１週間であるのにならったものです。各地で講演会や本に関する展示会が開かれたり、読書

運動を紹介する番組が作られました。いまの１０月２７日から１１月９日（文化の日をはさんで２週間）にな

ったのは、第２回からです。 

 それから７０年以上が過ぎ、「読書週間」は日本中に広がり、日本は世界のなかでも特に「本を読む国民」

の国となりました。 

 今年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりに読書のすばらしさを知ってもらうきっかけとなりますよう

に。 

「読書週間」中、ぜひ１冊でも本を読んでみませんか？あなたの人生を変えるような本に出会えるかもしれま

せんよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年・第７３回『読書週間』ポスター 

    

 

 

 

 

10 月 25 日（金）～28 日（月） 

乳幼児健診のため、学習室の使用は 

できません。 

ご迷惑をおかけします。 

～10 月の季節の言葉～ 

紅葉（もみじ）前線・秋祭り・冬支度 

標語作者 水口真優子さん （作者のことば） 

日々の時間と環境は、時には私を置いて行ってしまうほど早

く過ぎ去ってしまうときもあるけれど、ほっと開いた本の世

界は、私の帰りを待ってから進んでくれる…一人暮らしをは

じめて、昔以上に本が好きになりました。 

 

ｲﾗｽﾄ作者 富山涼太さん（作者のことば） 

常になにかに追われる毎日、疲れちゃいますね。その中でい

つも待っていてくれるのが本です。開いてあげれば、笑わせ

にきたり、泣かせにきたり、さまざまな感情に連れていって

くれます。そんな本のことが、私は好きです。 

森の奥ふかく、静かに瞑想にふける「ふくろう」の

姿こそ、読書週間にもっともふさわしいものと考え 

シンボルマークとして使用しています。 


